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ことは手術法の選択，手技ばかりでなく術後成績に与え
る影響が極めて大きいと思われた。 
18.脊椎前方法，及び後方法における術前後ミエログ
ラムの検討 
0高田俊一，富田裕，西山徹
村上正純 (金沢病院)
脊椎前方法61例 (TAD)，後方法5例に，術前後脊髄
造影を施行し，その所見を， radicular・sheath，dural sac 
a-p 像， profile像の 3つに分けて， 検討した。その結
果，前方法，後方法とも，術後脊髄造影所見が，良好に
改善していた。 radicularsheathに比して， dural sac 
a-p像， profile像の改善が，より著明であった。 
19.腰椎分離症の脊柱管骨変化に対する臨床的考察 
0北島忠昭，大井利夫，佐久川輝章
大西正康，白土英明 (上都賀)
過去16年間の腰惟分離，分離とり症手術例50例の検討。 
Pennalの腰椎最大前後屈X線像よりの Pointof Motion 
(以下 P.O.M.とl略)は健常例・椎間板へ/レエア例と異
り A-B線上方に位置する傾向を認めた。症例中，主に
脊柱管骨変化に基く椎問孔狭窄例が 7例あり，うち 2例
は分離部上位椎間関節骨変化を有する分離部上位狭窄型
で， P.O.M.は A-B線上方に位置し， 5例は主に椎体
後部，分離部骨変化による分離部狭窄型で， P.O.M.は 
A・B線下方に偏在する傾向を示した。 この事より脊柱
管骨変化部と分離部 P.O.M.の相関が考えられ，その
狭窄部位が異る理由は，分離部上位狭窄型では分離椎は
分離i住を中心に回転様運動をするために上位椎との椎間l
関節に負荷を生じ，また分離部狭窄型では分離推は分離
下位惟を中心に前後方向のとり様運動をするために分離
惟体後方，分離部に負荷を生じ，各々の負荷部に骨反応
を来たすためと推察した。
を用いた脊柱側響症Metrizamide 1水溶性造影斉20.
における脊髄造影所見(第2報) 
01議辺啓二郎p 大塚嘉則p 南 昌平
(国療千葉東脊椎脊髄センター)
井上駿一，北原宏 (千大)
特発性側轡症，思春期型，胸l'陸カーブ62例の Metrisa同 
mideを用いた脊髄造影所見につき検討したが， 特発性
側管症と診断された症例の中に，少なからず脊髄あるい
はクモ膜下腔の異常のあることがわかった。主な所見
は，脊髄のj陸大あるいは細小化で、あり，またクモ膜下Jl宝
の狭小化で、ある。これを数量的に表現するには，側面像
が適当であり，脊髄とクモ膜下j陸および椎体の各々の比
から，神経合併症の出現をある程度予測できるものと考
える。 
21.沼津市における学童脊柱側管症検診 10年の経過 
0松原 保(沼津市立)
私は昭和47年以来，沼津市の学童脊柱検診を行い，約 
33000名の検診にて114名， 0.35%に脊柱組，IJ響症を発見し
た。その後10年にわたり検診を続けているが重症例の発
見は年々減っており， 昭和56年度のモアレ検診では200
を越える症例はみられず，又経過10年の経過追求にて600
を越えて手術に至る例もみとめられなかった。以上の経
験より，脊柱側饗症検診は確実に重症脊柱側響症を減ら
せ得ることを強調したい。 
22.腰椎とり症の手術治療法の適応についてーとくに
前方椎体固定法の限界について一 
0大木勲，渋谷光柱(自治医科大)
脊椎とり症に対し著者が行っている治療法は， 50歳
(，._60歳)以下では30%以下のとりでは一期的に前方固
定と同時に整復， 30%以上の高度例では Halo-pelvic牽
引や Wirereductionにより術前に整復を行ってから前
方固定術を行う。 50歳以上の高齢者では骨粗しよう症，
神経根癒着および癒痕組織形成など予想されるので，後
方からの除圧術と同時に Knodtinstrumentationによ
る内固定と後側方固定術を併用する方法を行ってよい成
績をあげている。 
23.当院における「腰椎前方固定術」治療例及び考察 
0堀井文千代，平松健一(国立静岡)
前方法14症例について検討した。術後坐骨神経痛と共
に下肢冷感が改善される症例が多々ある。 L4・5ー 椎間 
TADを行った L5-Kantenabtrennung症例の Disco-
graphyで Urografinが分離椎体縁の間を前方に漏れる
像が得られた。 Sympatheticsystemへの影響が示唆さ
れた。椎間孔の解剖で，神経根と Sympatheticganglion 
との交通及び根動脈が神経根に栄養枝を送るのを見る。
前方法は前記解音IJ事実関係を改善させる上でも最善策と
考える。
